
日本風景街道とは？
国土交通省が展開する事業で、道を舞台に、多様な主体による協働のもと、
地域資源を活かした美しい国土景観の形成を図り、観光の振興や地域の
活性化に寄与することを目的としています。
令和5年4月現在、全国で145ルートが登録されています。

（事務局）愛知県田原市役所 街づくり推進課 都市政策係内
Tel 0531-23-3535　Fax 0531-22-3811
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【後援】 国土交通省
 愛知県

渥美半島菜の花浪漫街道とは？
早春に菜の花が咲き誇る２つのメインロード、国道４２号と国道２５９号によって
渥美半島を巡るおおよそ６０ｋｍのルートです。愛知県には田原市と豊田市の
２ルートが登録されており、渥美半島菜の花浪漫街道は平成19年に日本風景
街道に登録されました。

【主催】 日本風景街道大学・菜の花田原キャンパス実行委員会

これまで全国各地で開催されてきた日本風景街道大学。今回は「時代の変化を
見据えた日本風景街道の目的とは何か！？」をテーマに、菜の花が咲き誇る早春
の愛知県田原市で日本風景街道大学・菜の花田原キャンパスを開催します。
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【豊橋鉄道渥美線】豊橋駅～三河田原駅まで約３５分公共交通機関

交通アクセス

【東名高速道路】豊川 ICから車で約５０分自 　動　 車

日本風景街道大学送迎バス（無料）
２月22日
　◆三河田原駅→田原文化会館
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　◆エクスカーション終了後、三河田原駅まで送迎
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伊良湖ビューホテルの宿泊を斡旋します
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伊良湖オーシャン
リゾート

田原文化会館

豊鉄バス㈱が宿泊（2月22日 当日泊）を斡旋します。
エクスカーションの起点となるホテルでの宿泊になりますので大変便利です。
ぜひご利用ください。 詳細はご旅行条件書をご確認ください。

伊良湖オーシャンリゾートの宿泊を斡旋します

田原市HP

2月21日に前泊される方は田原文化会館
または三河田原駅周辺の宿泊施設のご
利用が便利です
※宿泊予約は各自でお願いいたします。

　◆田原文化会館→伊良湖オーシャンリゾート
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8：30～14：00

 ◇バスコース（定員20名、参加費4,000円（税込）、昼食付）

エクスカーション
 ◇自転車コース（定員40名、参加費4,000円（税込）、昼食付）

伊良湖オーシャンリゾートを起点に田原市の観光拠点をレンタサイクルで周遊します。

農業に関する体験観光をはじめ、田原市の観光拠点をバスで周遊します。

プログラム2月22日木
2024年

同時開催
一般参加イベント

日本風景街道フェア
11:00～18:00

シーニックマルシェ

ポスターセッション

花苗配布
花苗の無料配布を行います
（無くなり次第終了）

中部管内の日本風景街道を紹介す
るパネル展示等を行います

全国の日本風景街道ルートの
特産品を販売するマルシェを

開催します

どなたでも参加できます！
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17：30
全体総括、次期開催地報告
閉会

15：15～ 分科会
◆第一分科会『日本風景街道「心・技・体」の再構築 －コロナ禍後のステージへ向けて－』

◆第二分科会『日本風景街道とサイクルツーリズム
　－太平洋岸自転車道ＮＣＲ 中部・日本風景街道連絡会の事例－』

日本風景街道への思い、それを実現する知恵や技術、持続発展を可能にする仕組みなどを議論します。

地域振興として関心の高いサイクルツーリズムについて、先進事例を参考に、受け入れる地域
側の視点に立って議論します。

◆深堀り討論『多様な全国事例から日本風景街道の新たな可能性を探る』
国土交通省 道路局 環境安全・防災課 課長 伊藤 高氏
ＮＰＯ法人日本風景街道コミュニティ 代表理事 石田 東生氏 等

13：00～ 開会、来賓挨拶
◆開催地報告「田原市の概要と渥美半島菜の花浪漫街道について」

◆全国先進事例報告
【事例１】 ビジネス感覚を重視、持続可能な活動を支える資金確保に成功した事例
 十勝シーニックバイウェイ～トカプチ雄大空間 ルート代表
 十勝バス㈱代表取締役 野村 文吾氏
【事例２】 道路協力団体や観光庁、文化庁など他の制度や事業と連携して成果を上げた事例
 ＮＰＯ法人地域づくりサポートネット 代表理事 山内 秀彦氏
【事例３】 自治体や他団体、企業との連携で活動資金開発を実現、活動を活性化している事例
 日本風景街道別府湾岸・国東半島海べの道推進協議会事務局長 加藤 千明氏
【事例４】 銀山街道の歴史をテーマに島根、広島、岡山３県の広域ルートの取り組み
 日本風景街道 銀山街道・陰陽結ぶ銀の道 銀の道広域連携実行委員会 会長 棗田 澄子氏　

田原市 市長 山下政良氏

※プログラムの内容は、変更する場合がございます。


